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町内には、明るく住みよい地域づくりの一助を担う数多くの団体やグループがあります。
趣味の活動をとおして、より人間らしく、より心豊かに、またスポーツを通じて心身を鍛えています。
それぞれが出会いによって新しい自分を見つけ、ふれあいの場でいきいきと輝いています。

Community  Act ivi t ies

能登川町地域連合婦人会
出会いから生まれるネットワークづくり

能登川町青年団
地域づくりの一翼を担う

地域連合婦人会（支部名）

　能登川町地域連合婦人会は昭和24年（1949）5月10日に

発足しました。

　「地域に根ざした活動を通して、地域のつながり、ネッ

トワークを大切にする」「生涯学習の観点から常に学ぶ姿

勢を忘れず、自発的に学習活動に参加する」「共に活動す

る喜びを実感し、明るく住みよい地域づくりを目指す」

など、地域婦人会の役割を平成8年（1996）度の会長はこう

話しています。

　また何よりも“出会い”を最大のメリットとして、人

と人との出

会い、多く

の体験との

出会い、活

動に参加す

る度に得ら

れるホット

なニュース

との出会い

など、25支

部、1400人

余の会員の

ますますの

地域活動が

期待されま

す。

　

　
神郷 小川 佐生 伊庭
　種 川南 佐野 福堂
今 阿弥陀堂 栄町 栗見新田
垣見 新宮東 猪子 栗見出在家
躰光寺 新宮西 林 大中
能登川 乙女浜 山路

本町
パークシティ
　能登川

　昭和26年（1951）8月に町青年連絡協議会として発足し、

翌年1月15日に青年団結成式が行われて以来46年の歴史

をもっています。結成当時は約1000人の団員が地域づく

りに躍進しました。

　現在団員の数こそ少なくなりましたが、青年団の精神

は変わることなく引き継がれ、いま、その存在があらた

めて見直され、重要視されています。

　10年ほど前は町青年団の加盟支部（町内にある集落を

単位とした）を中心に町青年団の事業とは別に盆踊りや

敬老会、キャンプ、地域内の清掃活動を展開してきまし

たが、支部の減少とともに、近年は町全体で仲間を集め

事業部、文化・体育部、広報部の3本柱で各種事業をと

おして自らを高めあう組織運営に変わってきました。

　なかでも能登川の夏の風物詩として定着してきた青年

団主催のドラゴンカヌー・ヤング・フェスティバルは、す

でに5回を数え、県内外を問わず、ときには海外青年ま

でもが参加する大きな大会（参加数90チーム、1000人余）

となって、その運営を契機に仲間づくりの和を広げてい

ます。

　Ａブロック　 Ｂブロック　   Ｃブロック　   Ｄブロック

第５回ドラゴンカヌー・ヤング・フェスティバル（平成９年７月13日）

親善レクリエーション大会（平成８年６月15日）

地域づくりを考えるつどい（平成８年11月17日）

旧南小学校講堂で行われた県青年大会文化の部の模様（昭和45年）
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　能登川町老人クラブ連合会（老ク連）は、昭和35 年

（1960）7月1日に国民年金制度の発足を記念して、町内

70歳以上を対象者に「能登川町長寿会」を結成したこと

から今日を迎えています。

　現在の老ク連は各字の長寿会支部が法的にも独立した

クラブとして活動されるようになったことと、長寿会結

成15年目の総会（昭和49年4月1日）を契機に各老人ク

ラブが集まって活動の充実を図ることをねらいに名称も

改められました。

　現在36単位クラブ、3000人余の会員が年間をとおして

活気あふれる活動を展開しています。

能登川町老人クラブ連合会
健康で明るく楽しい生きがいを

　能登川町子ども会指導者連絡協議会（町子連）は、子ど

もたちがすこやかに成長する願いを地域ぐるみで考え、

見守る「地域子ども会」の関係者が集まり、町内単位子ど

も会の育成、指導、連絡調整などの中心的役割をはたす

ことを目的に、昭和47年（1972）9月26日に発足しました。

　平成９年（1997）度現在、町内24地区1000人を数える町

子連は、平成3年2月に全国子ども会中央会議の席上、永

年の活動成果に対して全国表彰（指導者・育成組織の部

門）を受賞し、今後本会のいっそうの発展とますますの

活躍が期待されています。

能登川町子ども会
指導者連絡協議会

地域が支える健全育成

老人クラブ連合会（単位クラブ名）

長勝寺　錦友会 泉　寿　会

神　郷　老人クラブ きぬがさ老人クラブ
　種 老人クラブ 佐　生 老人クラブ
　今 長寿会 佐　野 老人クラブ
垣　見 老人クラブ 栄　町 長寿会
躰光寺 老人クラブ 本　町 第一長寿会
小　川 老人クラブ 本　町 第二長寿会
川　南 長寿会 本　町 第三長寿会
阿弥陀堂老人クラブ 猪　子 老人クラブ
新宮東 老人クラブ 　林 老人クラブ
新宮西 弥生会 山　路 老人クラブ朝凪
乙女浜長寿会　鶴組　　 山　路 老人クラブ夕凪
乙女浜長寿会　亀組　　 福堂第一老人クラブ
能登川 長寿クラブ 福堂第二老人クラブ
安楽寺 老人クラブ 栗見新田老人クラブ
須　田 老人クラブ 栗見出在家老人クラブ
伊庭第一老人クラブ 大　中 老人クラブ
伊庭第二老人クラブ
伊庭第三老人クラブ

長寿会創立総会の模様（昭和35年）

子ども会指導者連絡協議会（単位子ども会名）

　 　今 高岸台
垣　見 大徳寺
小　川 本　町
川　南 猪　子
新宮西 佐　生
乙女浜 佐　野
新　種 山　路
尾芯台 栄　町
ドリームハイツ 福　堂
志賀田 栗見出在家
旭ケ丘 阿弥陀堂
安楽寺 パークシティ能登川
須　田

能登川町地区子ども会結成の集い（昭和45年11月８日）

インリーダー研修会（平成９年５月18日）

毛
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　能登川町文化協会は、昭和54年（1979）6月10日に発足し

ました。発足当時32団体であったサークル数も70団体

に達し、会員数は現在1300人をこえる大所帯となりまし

た。

　「文化活動を振興して、町民の心身の健全な育成に努

め、明るく豊かな町民生活の創造」を目的に、各サーク

ルが生涯学習社会の必要性を強く叫ばれるなか、各人の

自発的な意志にもとづき活発に活動しています。

能登川町文化協会
生涯学習社会をリードする

能登川町体育協会加盟
競技団体

さわやかな汗に運動不足解消

　町民スポーツセンターややわらぎの郷公園を拠点にさ

まざまな競技団体が、スポーツ活動に取り組んでいます。

参加者は自分の体力づくりもさることながら、活動を通

じてのコミュニケーションでよりいっそう充実した時を

過ごしています。

能登川町文化祭での展示品（平成８年11月４日）

公民館まつり・ダンスパーティーの夕べ（平成９年５月31日）

公民館まつり・能登川囲碁クラブ（平成９年６月１日）

公民館まつり・能登川コールシャンテ（平成９年６月１日）

グランドゴルフ大会
（平成９年５月25日）

バドミントン協会
の練習風景

バレーボール協会
の練習風景

体育協会加盟団体

神崎弓道連盟／卓球連盟／ゲートボール連盟／軟式

野球連盟／グランドゴルフ協会／バレーボール協会

／ソフトボール協会／柔道クラブ／ソフトテニスク

ラブ／硬式テニスクラブ／バドミントン協会／陸上

クラブ／バスケットボールクラブ

ソフトボール協会主
催夏季大会（平成９
年７月６日）


